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本製品を正しく安全にご使用いただくために 

 ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、製品を正しく取り扱ってください。 

 本書冒頭および本文中に記載の注意事項は必ず守ってください。 

 取扱説明書は、必要な時にすぐ利用できるように大切に保管してください。 

 本製品を使用した機器装置の取扱説明書に、本書の内容を反映してください。 

 

油研工業株式会社 
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–––––––––––––本書について–––––––––––– 
 取扱説明書に記載の図は一部抽象化して表示するなど、実際の製品とは必ずしも合致しないことがあ

ります。 

  

 取扱説明書の内容は製品の改良などによって、将来予告なしに変更することがあります。 

  

 取扱説明書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づき

の点がありましたら、製品ご購入の販売店または弊社販売窓口へご連絡ください。 

  

 取扱説明書に乱丁・落丁が有りましたらお取り換えいたしますので、弊社販売窓口にご連絡ください。 

  

 油研工業株式会社の許可なしに取扱説明書を転載、複製、改変することを禁止します。 

–––––––––––––––––––––––––––––––––––– 
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■安全上の注意 
 

 この取扱説明書は、油圧・電気に関する基礎知識のある方（２級油圧調整技能士相当以上及び弊社の

技術研修を受けた方）を対象に書かれています。 

 本製品は上記相当の油圧知識のある方、またはその指導のもとに取扱ってください。 

 取扱説明書に記載されている指示・警告事項を正確に、最終ユーザに必ず伝達してください。 

 本製品を譲渡・売却する場合は、この取扱説明書を必ず添付してください。 

 

この取扱説明書では、安全上の注意事項を「危険」・「警告」・「注意」のランクに分類して表示して

あります。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

その表示と定義は次の通りです。 

 

危険 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して

生じることが想定される場合。 

警告 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる場合。 

注意 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される場合 

および物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 
いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

 

弊社では、本書に記載した使用方法・取扱方法以外で使用された場合は、事故・損害などの責任は負い

かねますので予めご了承ください。 

 

 

 

 



JM-1017-1 

 －3－

必ずお守りください。 

 危険 

可燃性ガス、火薬を取り扱う場所など爆発性

雰囲気中では、絶対に使用しないでくださ

い。 
引火による火災・爆発など重大な死亡事故

につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に通電した状態で、配線・組立、 
保守点検作業などをしないでください。 
感電による死亡事故につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警告 

ターミナルボックス内やポンプ内に、物を入

れないでください。（特に配線の切断カス及

び端子など）ショートにより感電・火災につ

ながります。 

 

 

 

 

 

 

 

誤った入力電源を、接続しないでください。

過熱による火災事故につながります｡ 
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 警告 

ターミナルボックスのフタを開けたまま、運

転しないでください。通電中の端子等に誤っ

て触れ感電による死亡事故につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

改造は絶対にしないでください。 
設計通りの性能が得られず、安全の確保がで

きません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

ドレンクーラの冷却ファンを回さないでポ

ンプを運転しないでください。 

怠りますと、ポンプの焼損やポンプ・タンク

表面でヤケドする恐れがあります。（ご使用

の条件によっては、ドレンクーラの冷却ファ

ンを回しても、ポンプ・タンク表面でヤケド

する恐れがあります） 

 

 

 

 

 

YP パックを始動する際は、装置の可動部か

ら人を離すなど、安全をよく確かめてから行

ってください。 
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1 はじめに 

1.1 本製品を取扱っていただく方 

本製品は油圧・電気に関する基礎知識のある方（2 級油圧調整技能士相当以上及び弊社の技術研

修を受けた方）、またはその指導のもとに取扱ってください。 

1.2 用途 

本製品は電動機一体形ピストンポンプ「パルポンプ」を搭載した、低騒音・小形標準油圧ユニ

ットで、油圧装置のパワー源として使用します。 

1.3 製品の確認 

本製品がお手元に届きましたら、下記の点をご確認ください。 

万一、不具合など不審な点がありましたらお買い上げの販売店か、お近くの弊社販売窓口へ 
ご連絡ください。 

 

 指定された形式かどうか 

銘板に刻印してあるモデル番号で確認してください。（P.8 表 1 参照） 

 製品に破損・ねじの緩みなどの異常がないか 

 YP パック据付用のボルトは付属しておりません。15 ページ参照のうえ 
別途ご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 製品の確認 

銘板に刻印されてあるモデル番号を読む 
例）YP16-B-1-2.2-22 
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2 本製品について 

2.1 機種 

本製品には搭載ポンプの形式により、以下の 4 機種があります。 

また、タンク容量および搭載電動機容量により、さらに細分化されます。詳細は 2.3 項 
「モデル番号の構成」をご参照ください。 

 YP10 形／YP16 形／YP22 形／YP37 形 

2.2 オプション 

上記の機種について、次のオプションがあります。 

(１) オプションの名称・記号および概要 

①ベースプレート組込み：01M※ 

ベースプレート上にモジュラー弁・電磁切換弁を重ねるだ

けで制御回路を構成することができます。なお、回路はモ

ジュラー弁および標準電磁切換弁で構成できるものに限り

ます。また、この場合には操作用電源もご指示ください。 

②圧力計および圧力計取付ブロック組込み：G2、G3 

減圧弁などの使用によりポンプ吐出し圧力以外の圧力を検

出する場合に使用します。 

G2 はポンプ吐出し圧力以外に 1 系統の、G3 は 2 系統の圧

力を検出できます。 

③リターンフィルタ組込み：F 

リターンフィルタハイダック製 RFM シリーズフィルタ

で、タンクラインのサージ圧を抑えることができます。ろ

過粒度アブソリュート 20m、目視インジケータ付です。 

（タンク容量が 10L の場合、搭載不可です） 

④マグネットコンタミキャッチャ組込み：Mg 

油タンク内に設置して、作動油中の微鉄粉を吸引・捕集

し、機器の損耗を低減します。 

⑤温度計付油面計組込み：Te 

⑥サーモスタット組込み：TR 

⑦液面レベルスイッチ組込み：Le 

⑧外面塗装色変更：PT 

標準はマンセル 2.5Y9/2、色番 H22-90D で塗装してありま

す。特殊塗装を必要とされる場合は、日塗工番号もしくは

マンセル番号で別途ご指示ください。 

⑨水漏れ検査：RK 

当社にてタンクの水漏れ検査を実施します。 

⑩電動機異電圧：（※V × ※Hz） 

標準は AC200V（50Hz）、AC200/220V（60Hz）ですが、こ

れ以外の電圧を必要とされる場合は電圧・周波数をご指示

ください。ただし、50Hz は 230/380/400/415V、60Hz は

400/440/460V の中から選択してください。 

なお、ドレンクーラは異電圧仕様を用意しておりませんの

で、単相 AC200V（50Hz）、AC200/220V（60Hz）の別電源

を機械側でご用意ください。 

 

 

(２) オプション表示例 

YP16–B–1–2.2–22–OP 

OP–01 M3 G2 F Mg Te TR Le PT RK (380×50)  

 

 

 

 

 

 

 

オプション付 

ベースプレート組込み 
ベースプレートサイズ

① 
01：01 サイズ（1/8） 

ベースプレートの連数

① 
M1：1 連 
M2：2 連 
M3：3 連 

圧力計組込み② 
G2：圧力計 2 個 
G3：圧力計 3 個 

電動機異電圧⑩ 
標準と異なる場合のみ（電圧×周波数）で記入。 

TR：サーモスタット組込み⑥ 

PT：外面塗装色変更⑥ 
注）日塗工番号およびマンセル番号で指示 

Mg：マグネットコンタミキャッチャ組込み④ 

F：リターンフィルタ組込み③ 

Te：温度計付油面計組込み⑤ 

RK：水漏れ検査⑨ 

Le：液面レベルスイッチ組込み⑦ 
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2.3 モデル番号の構成 

表 1 モデル番号の構成 

YP 16 –B –1 –2.2 –22 

シリーズ番号 搭載ポンプ 
圧力調整範囲 

MPa 
タンク容量 

L 電動機容量 
デザイン 

番号 

 

 

YP : 低騒音・小形 
標準油圧ユニット 
ＹＰパック 

10 : PM10 B : 1.2～7 1 : 10 0.75 : 0.75kW×4P 23 

(10.0cm3/rev)  1 : 10 1.5 : 1.5kW×4P  

16 : PM16 

(15.8cm3/rev) 

 
1 : 10 

1.5 : 1.5kW×4P  

B : 1.2～7 2.2 : 2.2kW×4P  

 2 : 20 2.2 : 2.2kW×4P 22 

22 : PM22 C : 2～16 2 : 20 2.2 : 2.2kW×4P  

(22.2cm3/rev)  3 : 30 3.7 : 3.7kW×4P  

37 : PM37  
3 : 30 

3.7 : 3.7kW×4P  

(36.9cm3/rev)  5.5 : 5.5kW×4P  

 

2.4 仕様 

表２  YP パックの仕様 

モデル番号 

理論押し

のけ容積 
cm3/rev 

最高使用圧力 
MPa 

圧力調整範囲 
MPa 

タンク容量★1 
L 

電動機 
50Hz : AC200V 

60Hz : AC200/220V 

質量 
kg 

作動油 
含まず 

YP10-B-1-0.75-23 
10.0 

7 B : 1.2～7 10 0.75kW×4P 63 

YP10-※-1-1.5-23   10 1.5kW×4P B:73 C:68 

YP16-※-1-1.5-22    10 1.5kW×4P 80 

YP16-※-1-2.2-22 15.8  B : 1.2～7 10 2.2kW×4P 90 

YP16-※-2-2.2-22  16  20 2.2kW×4P 90 

YP22-※-2-2.2-22 
22.2 

 C : 2～16 20 2.2kW×4P 90 

YP22-※-3-3.7-22   30 3.7kW×4P 110 

YP37-※-3-3.7-22 
36.9 

  30 3.7kW×4P 150 

YP37-※-3-5.5-22   30 5.5kW×4P 150 

 

表 3 タンク変動油量 

油タンク容量  L タンク変動油量  L 

10 2 

20 3.5 

30 5 

★1. タンクの変動油量 
アクチュエータの作動によりタンク油量が変

動する場合、表 3 に示すタンク変動油量の範囲

でご使用ください。 
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表 4 YP パックの電動機電気仕様 

電動機容量 

電圧±5% 

－周波数±2% 
V － Hz 

定格電流 
A 

回転数 
r/min 

始動電流 
A 

0.75kW×4P 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

4.2 
3.6 
3.6 

1400 
1690 
1710 

22.5 
21.6 
23.8 

230 － 60 3.6 1720 24.8 

1.5kW×4P 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

6.4 
6.2 
5.8 

1420 
1710 
1730 

43.6 
39.4 
43.3 

230 － 60 5.8 1730 45.3 

2.2kW×4P 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

9.4 
8.8 
8.4 

1420 
1710 
1730 

63.6 
59.1 
65.1 

230 － 60 8.4 1730 68.0 

3.7kW×4P 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

14.6 
14.0 
13.0 

1430 
1730 
1740 

102.0 
86.0 
94.6 

230 － 60 12.6 1740 98.9 

5.5kW×4P 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

22.8 
21.2 
19.8 

1430 
1720 
1730 

150.0 
130.0 
143.0 

230 － 60 19.6 1730 150.0 

表 5 ドレンクーラの電気仕様 

電動機容量 
電圧±10%－周波数±1% 

V － Hz 

定格電流 

A 

回転数 

(参考値)r/min 

始動電流 

(参考値)A 

28W 
26W 
31W 

200 － 50 
200 － 60 
220 － 60 

0.20 
0.17 
0.20 

2650 
3038 
3100 

0.28 
0.24 
0.28 

注）電気回路の保護装置の推奨 

元電源には短絡などの過電流に対する電気回路の保護と電動機の過負荷保護のために、 

漏電遮断器付ノーヒューズブレーカを設けることを推奨します。 
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2.5 外形寸法 
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3 ＹＰパックの設置 

3.1 用意するもの 

3.1.1 設置場所 

YP パックは定置形ですので、振動のない水平な場所にボルトで固定してください。 

 

3.1.2 必要工具 

設置する YP パックのモデル番号に該当する必要工具（下表○印）を用意してください。 

 

表 6 必要工具 

使用部分

YP パック 

モデル番号 

本体 ターミナルボックス ポンプ 

据付用 
基礎ボルト  

据付用 
基礎ボルト  

 カバ取付 
 端子結線 

アース端子  
圧力・流量  
調整ねじ 

圧力・流量  
調整ねじ 

 注油口 
 エ ア 抜 き

ポート 

エア抜 
ポート 

注油口 

スパナ 
二面幅 

17 

スパナ 
二面幅 

19 

十字 
ドライバ 
（M4） 

 

十字 
ドライバ 
（M6） 

スパナ 
二面幅 

17 

スパナ 
二面幅 

13 

棒スパナ 
二面幅 

6 

棒スパナ 
二面幅 

8 

スパナ 
二面幅 

22 

YP10-B-1-0.75-23 ○  ○ ○  ○ ○   

YP10-※-1-1.5-23 ○  ○ ○  ○ ○   

YP16-※-1-1.5-22 ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

YP16-※-1-2.2-22 ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

YP16-※-2-2.2-22 ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

YP22-※-2-2.2-22 ○  ○ ○  ○  ○ ○ 

YP22-※-3-3.7-22  ○ ○ ○  ○  ○ ○ 

YP37-※-3-3.7-22  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

YP37-※-3-5.5-22  ○ ○ ○ ○   ○ ○ 

 

必要工具 



JM-1017-1 

- 14 - 

3.2 YP パックの移動 

YP パックを運搬する場合は、必ず吊り金具を使用し、運搬機械（クレーン、フォークリフトな

ど）で運搬してください。なお、YP パックを組み込んだ機械・装置を運搬する場合は、必ず機

械・装置の吊り金具を使用してください。 

 

  

 無理な姿勢で製品を持ち上げたり運んだりしないでください。製品の質量や作業姿勢によ

っては手を挟んだり腰を痛めたりすることがあります。 

 YP パックを機械に据付けた後、YP パックの吊り金具で機械全体を吊り上げないでくださ

い。吊り金具の破損などにより機械が落下してケガをする恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 据付作業準備 

(１) 作業する前に、製品・装置に異物が混入しない様に、作業場周囲、手や服などに付いたゴ

ミ、ほこりを除去してください。 

(２) 配管接続ポートに金属の加工屑やウェスの繊維屑などの異物が残留しない様に、清掃して

ください。 

 

注）ポート保護のプラグを外す際、ねじ部を傷つけない様に注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 保護プラグの除去 

 

注意 

 
図 2 吊り上げ位置(4 点吊り) 
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3.4 YP パックを据付ける 

3.4.1 据付姿勢 

本体に設けてある基礎ボルト用穴 4 ヶ所を利用し、ボルトを用いて水平に据付けてください。 

3.4.2 基礎ボルトの締め方 

基礎ボルトは、4 本を少しずつ均等に締め付けてください。 

六角ボルトのサイズと締付トルクは表 8 に従ってください。 

表 7 基礎ボルトのサイズと締付トルク 

モデル番号 ボルトサイズ 本数 締付トルク 

YP10/YP16-※-※-※-23/22 M10 

（強度区分 6.8） 
4 本 28.3～31.2 Nm 

YP22-※-2-2.2-22 

YP22-※-3-3.7-22 M12 

（強度区分 6.8） 
4 本 49.7～55.0 Nm 

YP37-※-3-※-22 

 

3.5 配管作業 

現地で施工される外部配管は酸洗およびフラッシングを完全に行ない、油圧系に溶接によるス

ケール、組立中の異物などが残らないようにしてください。 

YP パックは洗浄し出荷しています。外部配管作業時に、ゴミなどが混入しない様にしてくださ

い。 

 

  

 配管作業の際、締付部は規定を外れたトルクで締め付けないでください。ポンプ本体の破

損、ボルトの破断などから作動油の噴出などによる重大事故につながる恐れがあります。 

 

各配管の口径および締付トルクは必ず表 8 にしたがってください。 

注）鋼管配管の場合、配管の歪みによりポンプ本体に無理な力がかからないように注意し

てください。 

表 8 配管口径と締付トルク 

モデル番号 吐出しポート配管 

YP10-B-1-0.75-23 
YP10-※-1-1.5-23 

ねじサイズ：Rc ½（旧表示 PT½） 
締付トルク：65～75 Nm 

YP16-※-1-1.5-22 
YP16-※-1-2.2-22 
YP16-※-2-2.2-22 
YP22-※-2-2.2-22 
YP22-※-3-3.7-22 
YP37-※-3-3.7-22 
YP37-※-3-5.5-22 

ねじサイズ：Rc ¾（旧表示 PT¾） 
締付トルク：89～166Nm 

 

警告 
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4 ＹＰパックの配線 

 

  

 本製品に通電した状態で、配線・組立、保守点検作業を行わないでください。感電による

死亡事故につながります。 

 

  

 誤った入力電源を接続しないでください。過熱により火災につながることがあります。 

 アース配線は必ず行なってください。これを怠ると感電による重大事故の恐れがありま

す。 

 次の所にアース線を取付けないでください。 
ガス管／電話専用アース線／避雷針／水道管・蛇口 

 ターミナルボックスに物を入れないでください。（特に配線の切断カス及び端子など）シ

ョートにより感電・火災につながります。 

 

  

 配線は、電気設備技術基準や内線規程に従って施工してください。怠ると感電の恐れがあ

ります。 

 指定より細い配線材料を使用しないでください。配線が焼け火災につながることがありま

す。 

 配線コードに無理な力がかからない様に配線してください。断線などによる不測の事故に

つながります。 

 

(１) ターミナルボックスの止めねじを外し、フタを外します。（図 4） 

 注）フタとねじ、共になくさないようにしてください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 図 4 YP パック、ターミナルボックス 

  

  

危険 

警告 

注意 

・アースは2箇所(E1,E2)で接

続してください。 

・E1 には、丸形圧着端子を使

用してください。 
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(２) ターミナルボックスの下にある電線取出口（φ27）の保護キャップを外して、配線ケーブ

ルを通します。 

注） IEC/EN 規格に適合したケーブルグランドを使用するか、もしくは電線貫通金物(JIS F 

8801)を使用してください。 

(３) ケーブルの芯線に圧着端子を取付け、端末処理します。 

注） 圧着端子は使用の電線の公称断面積に適合した、IEC/EN 規格または JIS C 2805 相当の

ものを使用してください。 

(４) 端子台からワッシャ付ねじを外し、図 5 に従い、各端子に接続配線してください。 

(５) 工場出荷時、ドレンクーラのファンモータは配線しておりません。下記手順にて配線して 

ください。 

ドレンクーラ配線サイズ：0.5mm2（付属品） 

[ファンモータとパルポンプを別々に起動する場合] 

●ファンモータのリード線は別途、電源へ配線してください。 

[ファンモータとパルポンプを同時に起動する場合] 

（ファンモータにはサーマルプロテクタが内蔵されています） 

●ファンモータのリード線に圧着端子を取付け、端末処理します。 

●ターミナルボックスの横の穴にリード線を通します。 

●コネクタの隙間部分はシリコン等のコンパウンドで埋め IP44 以上を維持してください。 

(６) ターミナルボックスのフタを元の位置に戻し、止めねじでフタを取付けます。 

 

●端子箱詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 推奨配線サイズ／結線ねじサイズ 

モデル 配線サイズ(mm2) 結線ねじサイズ 
PM10-01B-0.75 

2 以上 
U,V,W 相：M4 

PE(アース)：M6 

PM10/16-01※-1.5 

PM16/22-01※-2.2 

PM22/37-01※-3.7 3.5 以上 

PM37-01※-5.5 5.5 以上 

 

 

電動機側 U – R   電源側 

    V – S 

W – T  

PE 端子(E2) 

※電線端末は 

圧着端子使用のこと。 

図 5 ターミナルボックス詳細図 
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5 使用方法 

5.1 使用環境 

本製品は、油圧装置の油圧源として使用してください。 

次のような条件下で使用してください。これ以外では正常な作動が得られない場合があります。 

 

  

 可燃ガス、火薬を取り扱う場所など爆発性雰囲気中では、絶対に使用しないでください。

引火による火災・爆発など重大な死亡事故につながります。 

 

●設置場所 ： 屋内かつ下記条件を満たす場所 

 周囲温度 －20～40℃ 

 湿度は 95％以下 

 周辺には通風を妨げるものや、銘板が見えなくなるような障害物を置かないでください。 

 耐水性はありませんので、水中では使用できません。 

 高度：海抜 1000m 以下 

 高温、多湿、凍結する場所 

 直接風雨の影響を受ける恐れのある屋外 

 有機溶剤、酸、アルカリなど薬剤の近くおよび気化ガスの影響を受ける恐れのある場所 

 温度差が大きく、結露が発生する恐れのある場所 

5.2 使用油 

  

 作動油は適正なものを使用し、油温・粘度・汚染度などは規定された範囲内で使用して 
ください。規定使用範囲外で使用すると、作動不良・油漏れによる火災を起こす恐れがあ

ります。 

 

5.2.1 種類 

●石油系作動油…… ISO VG32 または 46 相当品を使用してください。 

注）石油系作動油以外（合成系、水成系など）の作動油は絶対に使用しないでください。

故障の原因となることがあります。 

 

 

 

 

 

 

危険 

注意 



JM-1017-1 

- 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



JM-1017-1 

- 20 - 
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5.2.2 粘度と油温 

下記粘度と油温の両条件を満足させる範囲で使用してください。 

粘度・・・・20～400 mm2/s{cSt} 

油温・・・・0～+60℃ 

 

5.2.3 異物の混入防止について 

 

  

 石油系作動油であっても、過剰な水分が混入した場合は短絡、漏電の危険があります。 
作動油の含水量は 0.1Vol％としてください。 

 

使用油中の異物はポンプの寿命に影響し、故障の原因にもなります。使用油を常に清浄（汚染

度：NAS10 級以内）に保つとともに、戻りラインには 25m 以下の管路用フィルタを設けてく

ださい。 

5.3 YP パックの運転操作 

  

 異常（異音、油漏れ、煙など）が発生した場合は直ちに運転を停止し、必要な処置を講じ

てください。そのまま運転を続けると、事故が起こる恐れがあります。 

 ターミナルボックスのフタを開けたまま運転しないでください。通電中の端子等に誤って

ふれ、感電による死亡事故につながります。 

 ポンプを起動する前に、必ず配管のチェックを行なってください。特にドレン配管が閉鎖

されていますと、部品の損傷、作動油の噴出による重大事故につながる恐れがあります。 

 

  

 製品はカタログ、図面、仕様書などに記載された仕様以外で使用しないでください。作動

不良・破損などによりケガをする恐れがあります。 

 調整を行なう際は、装置の可動部から人を離すなど安全をよく確かめてから行なってくだ

さい。 

 

注）  ドレンラインを他の戻りラインと合流させないでください。作動不良や故障の原因とな

ることがあります。 

 本ポンプの圧力制御には、リリーフ機能はついていません。 

 回転方向を逆に長時間運転するとポンプの焼付きや部品の損傷につながる恐れがあり

ます。 

 正常に作動するまでは、設定圧力を上げないでください。圧力振動、異常音が発生する

恐れがあります。 

 

警告 

警告 

注意 
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5.3.1 初めて運転する場合 

 

  

 初めて装置を運転する場合は、油圧回路・電気配線が正しいこと、締結部に緩みがないこ

とを確認したうえで運転してください。 

 

(１) ポンプの注油口より清浄な作動油を注入してください。 

作動油の注油を怠りますと、ポンプの焼付きや部品の損傷につながる恐れがあります。 

注油量は以下のとおりです。 

表 10 作動油注入量 

機種 YP10 YP16 YP22 YP37 

電動機容量 0.75kW 1.5kW 1.5kW 2.2kW 2.2kW 3.7kW 3.7kW 5.5kW 

注入量 cm3 1300 2700 2500 2600 5000 5000 5000 

 

(２) できるだけポンプ吐出油が直接タンクへ還流するか、あるいはアクチュエータが無負荷で

動くように制御弁類を調整してください。 

注）吐出し側がブロックされた状態では始動しないことが望ましい。 

(３) 電動機の入力スイッチを ON - OFF、インチング運転を行います。ポンプが正常に油を吸込

んでいるかどうか確認してください。 

(４) 上記（３）で異常がないことが確認されたら、ポンプの連続運転を行ない、系統内のエア

抜きを実施します。 

 

注）ポンプや配管内の空気を排出するため、昇圧に時間がかかる場合があります。5 分経過

しても昇圧しない場合は、電動機の逆回転が考えられますので、電源を切り配線を確

認してください。 

 

注）始動時、作動油に空気が混入し異音が発生しますが異常ではありません。なかなか異

音がおさまらない場合は、回路の空気抜きを行なってください。なお、吐出し側に空

気抜き弁（モデル:ST 1004-※-10※）を設けることを推奨します。 

 

 

注意 
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5.3.2 吐出し圧力、吐出し量の調整 

当社出荷時にはポンプの吐出し量は最大に、圧力は最低に設定されています。 

使用条件に応じ吐出し量および圧力の設定を行なってください。 

 

 

 

 

  ●YP 10 / 16 / 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●YP 37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 吐出し圧力・吐出し量調整部 
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(１) 吐出し圧力（フルカットオフ圧力）を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 

 ポンプ吐出し側は回路上閉鎖あるいはシリンダなどアクチュエータをストロークエンドの状

態にしてください。開放状態では正しく設定できない場合があります。 

 圧力調整ねじを時計方向へ徐々に回してください。圧力は上昇します。調整ねじ 1 回転当た

りの調整量は表 11 をご参照ください。 

 

表 11 圧力調整ねじ 1 回転当たりの調整量 

モデル番号 調整量 

MPa 

圧力調整範囲 

MPa 

YP10-B, 

YP16/22-B 
2.9 1.2～7 

YP10-C 

YP16/22-C 
5.4 2～16 

YP37-B 3.5 1.2～7 

YP37-C 6.5 2～16 

 

注）圧力調整は上記圧力調整範囲内で行なってください。範囲外では正常に作動しない場

合があります。 

 調整後、必ずロックナットを下記規定トルクで締め付けてください。緩んで設定値が変化す

る場合があります。 

YP10,16,22  ⇒11.7～12.9 Nm 

YP37       ⇒23.2～25.7 Nm 
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(２) 吐出し量を調整する 

調整の目安として、図 8,9 から理論押しのけ容積と調整ねじの飛出し量（L）との関係を求

め調整してください。 

なお、調整ねじ 1 回転当たりの調整量と最小調整流量は表 12 を参照してください。 

 
表 12 調整ねじ 1 回転当たりの調整量と最小調整流量 

モデル番号 調整ねじ 1 回転当たりの 
調整量 cm3/rev 

最小調整流量
cm3/rev 

YP10 1.1 2 

YP16 1.5 6 

YP22 2.1 8.5 

YP37 2.9 10 

 

  

 吐出し量は、上表の最小調整流量以下に調整しないでください。内部部品（O リング）が

脱落し、作動油の噴出による重大事故につながります。 

 
調整ねじの飛出し量 L と理論押しのけ容積 

●YP10/16/22                          ●YP37 

 

 

 

 

 

    図 7                                 図 8 
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警告 
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電動機がオーバーロードにならないように図 9 を参考にして使用圧力と吐出し量を求め、吐出

し量を調整してください。 

 
図 9 
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 アクチュエータのスピード等で吐出し量の可変状態を確認しながら、吐出し量調整ねじを

徐々にまわしてください。 

 

注）吐出し側圧力がカットオフ圧力以下（図 11、A～B の範囲）の状態で行なってください。 

 

 

カットオフ圧力≒フルカットオフ圧力－1.5MPa{15.3 kgf/cm2} 

 

 

 

図 11 

 

 調整後、必ずロックナットを下記規定トルクで締め付けてください。 

YP10    ⇒7.5～9.5 Nm 

YP16,22 ⇒11.7～12.9 Nm 

YP37    ⇒23.2～25.7 Nm 
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6 保守・点検 

この製品は通常に使用している間は、定期分解検査の必要はありません。 

 

  

 保守・点検は油圧知識のある方（2 級油圧調整技能士相当以上及び弊社の技術研修を受け

た方）が行ってください。 

 パルポンプを機械に据付けた後、パルポンプのアイボルトで機械全体を吊り上げないでく

ださい。アイボルトの破損などにより機械が落下してケガをする恐れがあります。 

6.1 作動油の汚染度管理 

使用油中の異物はしばしばポンプの正常な作動を妨げ、故障や寿命短縮の原因になります。使

用油を常に清浄（汚染度：ISO/DIS 4406 18/15 または NAS10 級以内）に保つとともに、戻りラ

インには 25m 以下の管路用フィルタを設けてください。 

代表サンプルの採取方法は ISO 4021 に従ってください。 

6.2 日常点検項目 

日常、P.29 表 13 に示した事項を点検してください。もし、異常が認められれば、「故障の原因

と対策」の項を参照のうえ処置してください。 

下記に記載するのは、一般的な油圧装置が定常運転に入った場合の標準的なチェック個所です。

運転開始当初は適宜チェック頻度を増してください。稼動状況、環境などを考慮して、アクチ

ュエータを含めたできるだけ細かい保守管理を行なってください。 

注意 
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表 13 日常点検項目 

点検個所と点検項目 点検周期の目安 点検方法と処置 

(１) ポンプの異常音 1 回／日 正常運転中とは異なった異常音を認めた場合

は運転を中止し、点検してください。 

(２) 圧力振動・圧力低下 
装置の圧力不安定現象 

1 回／日 現象を認めた場合は運転を中止し、点検して

ください。 

(３) ドレン抜き 1 回／月 タンクが完全に水から隔離されていても空気

中の湿気が凝結して水滴となり、作動油の中

に混入しますので、運転休止時、タンクのド

レン抜きから分離した水分を抜いてくださ

い。 

(４) 作動油の一般性状 
作動油の清浄度 

 初期運転後 
3 ヶ月、6 ヶ月 

 6 ヶ月以降 
1 回／6 月 

定期的（はじめの半年間は 3 ヶ月、その後は

6 ヶ月毎）に検査をし所定の性状および清浄

を保ってください。劣化が認められた場合

は、次の手順に従って、早急に新油と交換し

てください。 

(１) 古い油を完全に抜き取ります。 

(２) タンク内を洗浄します。 

(３) 同銘柄の作動油を基準油面まで給油しま

す。 

注）やむを得ず、いままで使用していた

ものと異なる作動油を使用する場

合は、その作動油と同系統のフラッ

シングオイルで十分なフラッシン

グを行なった後、交換してくださ

い。また、作動油の種類によっては

使用に耐えない部品もありますの

でご注意ください。 

(５) 油漏れ 1 回／日 定期的に点検を行ない、油漏れのないように

管理してください。油漏れによりタンク内の

油面が異常に低下しますと、ポンプの運転に

支障をきたします。また、油漏れは防災上か

らも防止しなければなりません。 

(６) 油面 1 回／日 油面計を監視し、常に基準油面近くに油面を

維持してください。油面が異常に低下します

と気泡の発生、油温の上昇、油の劣化、その

他故障の原因となります。 

(７) 油温 1 回／日 油温が適正範囲にあることを確認してくださ

い。 
運転数ヶ月後、徐々に油温が上昇してきた場

合はドレンクーラの伝熱部に異物が付着し、

効率が低下したと考えられます。 
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7 故障の原因と対策 

万一故障が発生した場合は、下表に従って処置してください。 
なお、下表に該当項目がない場合は、弊社サービス窓口までご連絡ください。 

 

表 14 故障の原因と対策 

故障 原因 対策 

① 

ポンプが全く油を 
吐出さない、または

吐出し量が不足する 
 

ポンプが逆回転 3 相のうち 2 相の結線を入れかえてくだ

さい。 

油の粘度が高すぎるため、ポンプが油

を吸込めない 
 適正粘度の作動油と交換してくださ

い。 

タンクの油量不足による空気の吸込

み 
規定のレベルまで作動油を追加してくだ

さい。 

吸込み系統から空気の混入（接続部の

緩みまたはシール類の損傷） 
 接続部を締め直してください。 

 シール類が破損していれば交換して 
ください。 

サクションストレーナの汚染による

目づまり 
サクションストレーナを洗浄してくださ

い。 

吸込み配管の目づまり 配管を洗浄してください。 

ポンプ回転摺動部(ピストン ASS’Y、シ

リンダブロック、ポートプレート)の焼

付き、異常摩耗 

 

不具合の認められた部品を交換する必要

があります。ご購入の販売店または最寄

りの弊社営業所にご連絡ください。 ポンプカバ部Ｏリングの異常摩耗ま

たは損傷による空気の吸込み 

吐出し量調整ねじのねじ込みすぎ 流量調整ねじを左回転させて流量を増し

てください。 

② 

ポンプが異常な騒音

を発する 

 

作動油の粘度が高すぎる、または低す

ぎる 
作動油粘度指数を考慮の上、適正粘度範

囲内（20～400 mm2/s{cSt}）で使用してく

ださい。 

作動油の温度が高すぎる、または低す

ぎる 
適正温度範囲（0～60℃）内で使用して 
ください。 

タンクの油量不足による空気の吸込

み 
タンク基準油まで作動油を補給してくだ

さい。 

吸込み系統から空気が混入（接続部の

緩みまたはシール類の損傷） 
 接続部を締め直し、または増締めして

ください。 

 シール類が破損していれば交換して 
ください。 
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故障 原因 対策 

② 

ポンプが異常な騒音

を発する 

サクションストレーナの汚染による目

づまり 
サクションストレーナを洗浄してくださ

い。 

吸込み配管の目づまり 配管を洗浄してください。 

ポンプ以外の部品の破損 交換工事依頼をお願いいたします。 

ご購入の販売店または弊社営業所に 
連絡してください。 

ポンプ内蔵部品の破損（とくにシリン

ダブロック） 

③ 

ポンプの圧力が上昇

しない 

①項を確認後、 
右記を点検 
してください 

ポンプ吐出し側がアンロードまたは無

負荷状態になっている 
アンロード回路を点検し、ポンプに負荷

がかかるようにしてください。 

設定圧力が低い 圧力調整ねじを右回転させ、設定圧力を

上げてください。 

ポンプの圧力調整部の破損 部品の交換をサービス窓口へ依頼してく

ださい。 

ポンプ内蔵部品の異常摩耗（ドレン量

が異常に多くなっている） 
部品の交換をサービス窓口へ依頼してく

ださい。 

作動油の汚染度の検査も行なってくださ

い。 

圧力計が正常でない 圧力計を交換してください。 

④ 

フルカットオフ圧力

が不安定またはカッ

トオフ作動しない 

ポンプのスプール・スリーブの作動不

良 
 

部品の交換をサービス窓口に依頼して 
ください。 ポンプの操作ピストン作動不良 

ポンプのドレン量が正常でない 
（多すぎる、または少なすぎる） 

フルカットオフ設定圧力が高すぎる 調整ねじを左回転させ、設定圧力を正規

としてください。 

回路内の他の油圧機器の油漏れが大き

い 
各機器を調査、修理または交換してくだ

さい。 

配管内に空気が混入している 配管内の空気抜きを行なってください。 
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故障 原因 対策 

⑤ 

ポンプから外部に油

が漏れる 

Ｏリング部の異常摩耗・損傷 交換をサービス窓口に依頼してくださ

い。 ガスケット部の損傷 

⑥ 

異常に発熱する 

 

 

タンク油量が少ない 規定レベルまで作動油を補給してくだ

さい。 

ポンプの回転摺動部の異常摩耗によ

るケースドレンの増加 
部品の交換をサービス窓口へ依頼してく

ださい。 

他の油圧機器またはアクチュエータ

の内部油漏れが多く、ポンプがフルカ

ットオフ状態にならない 

冷却装置を追加してください。 
（ユニット外部設置となります） 

ドレンクーラが運転していない ドレンクーラのリード線を電源に配線

してください。 

ドレンクーラの冷却部の目づまり 異物を除去してください。ほこりの場

合、ドレンクーラのファン側からエアー

を吹きつけ、ほこりを飛ばしてくださ

い。 

⑦ 

継手などから油が漏

れる 

継手のゆるみ 継手を増締めしてください。 

シール面の不良 取付面の精度不良、取付歪バリ、異物な

どの状態を点検し、正常になるよう修正

してください。 

損傷と劣化 パッキン類の挿入時の損傷、破れ、リッ

プなどの破損、劣化などを点検し、正常

なものと交換してください。 
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8 YP パックの保管および輸送 
 

8.1 YP パックの保管 
補用品など未使用の YP パックは、保管を目的とする場所で適切な保管・管理をしてください。 

 保管温度範囲：-25～55℃ 

 保管湿度範囲：95%以下 

なお、錆、腐食、シール類の劣化などを避けるため、下記のような場所には保管しないでくだ

さい。 

 高温、多湿、凍結する場所 

 直接風雨の影響を受ける恐れのある屋外 

 有機溶剤、酸、アルカリなど薬剤の近くおよび気化ガスの影響を受ける恐れのある場所 

 温度差が大きく、結露が発生する恐れのある場所 

 

8.2 YP パックの輸送 
輸送前には下記のような処理が施されているか確認の上、上記事項にも注意し多大な衝撃を与

えないように輸送してください。 

 タンク内の油が抜き取られている。 

 使用するポートにポリプラグが取付けられている。 

 パルポンプ用端子箱の配線取出口に保護キャップが取付けられている。 

 ドレンクーラ用配線が束ねられている。 
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9 廃棄方法 
この YP パックを廃棄する場合は、産業廃棄物に該当します。従って、本体・部品および作動油

の廃棄については産業廃棄物処理法に基づき、所定の手続きを行なった上で、産業廃棄物処理

業者に委託して処理してください。 

 

 

 

10 サービス窓口 
弊社製品に関するご要望、サービスのご依頼などは、ご購入の販売店、弊社営業所あるいは下

記にお申し付けください。 

 

 

 

●油研工業株式会社 

東京支社 

〒105 - 0012 

東京都港区芝大門 1 - 4 - 8 

  （浜松町 清和ビル） 

  ＴＥＬ (03) 3432 - 2111 

  ＦＡＸ (03) 3436 - 2344 

 

  ●油研工業株式会社 

  大阪支社 

〒550 - 0011 

大阪府大阪市西区阿波座 1 - 4 - 4 

（野村不動産四ツ橋ビル 6F） 

ＴＥＬ (06) 6537 - 0030 

ＦＡＸ (06) 6537 - 0078 
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